
● 国内産米（3等以上）のみ
● 水は県内の特定の水系で採取したものに限る
● 醸造アルコール添加量を制限
● 糖類等の使用は不可
● 製造、貯蔵、容器詰めに至るまで一貫して県内で実施

GI「山梨」の
基 準

01_伝統製法と名水で醸される山梨の日本酒
02_豊かな大地が生み出す清らかな名水
03_多彩な料理とのペアリングを楽しむ
04_名水で育つ酒米
05_GI YAMANASHI ロゴマーク（※）
06_GI山梨認定飲み比べセット
　  「名山の水 山の酒 山梨の酒」（※）
（※）画像提供：山梨県酒造協同組合
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で
Ｇ
Ｉ
指
定
を
受
け
た
の
は
全
国
初
で

す
。

　
山
梨
県
は
、
山
々
に
囲
ま
れ
、
そ
こ
に

降
る
雪
や
雨
が
伏
流
水
と
な
り
、
「
天
然

の
水
が
め
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
豊
富
な
水

を
た
た
え
る
地
で
す
。

　
山
々
に
よ
り
、
複
数
の
水
系
が
構
成
さ

れ
て
い
る
中
で
、
Ｇ
Ｉ
「
山
梨
」
の
日
本

酒
は
仕
込
み
水
の
採
取
地
を
6
水
系
に

限
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
系
の
限
定
は

Ｇ
Ｉ
「
山
梨
」
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で

す
。
6
つ
の
水
系
か
ら
採
取
す
る
水
で
作

ら
れ
た
日
本
酒
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
味
わ

い
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
は
「
地
理
的
表
示
」
を
意
味
す
る

「
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ  

Ｉ
ｎ

ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
略
称
。
Ｇ
Ｉ
制

度
は
お
酒
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る

た
め
に
始
ま
っ
た
制
度
で
、
国
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
産
地
を
独
占
的
に

名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
指
定
を
受
け
る
地
域
は
、
製
法
な
ど
で

独
自
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
味

わ
い
な
ど
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
な
ら
で
は
の

品
質
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
平
成
25
年
に
ワ
イ
ン
、
令

和
3
年
に
日
本
酒
で
Ｇ
Ｉ
「
山
梨
」
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
同
一
県
が
2
つ
の
酒
類

GI「山梨」の6水系と主な銘柄 おいしい水がくれた宝、
日本酒「GI YAMANASHI」
地域ブランドを保護する目的で始まったGI制度。
山梨県はワインと日本酒の2つの酒類で国から指定を受けています。
今回は令和3年にGI「山梨」を取得した日本酒についてご紹介します。

ウェブでも山梨の魅力を発信中!

　
山
々
に
磨
か
れ
る
山
梨
の
水
は
、
酵
母

の
栄
養
と
な
る
ミ
ネ
ラ
ル
を
適
度
に
含
ん

だ
軟
水
。
こ
の
水
と
冬
の
底
冷
え
す
る
ほ

ど
の
寒
さ
に
よ
っ
て
日
本
酒
の
発
酵
は
穏

や
か
に
進
み
ま
す
。

　
こ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
山
梨
の
日
本

酒
は
、
雑
味
の
少
な
い
柔
ら
か
で
清
ら
か

な
味
わ
い
を
持
ち
ま
す
。
ほ
う
と
う
や
ア

ワ
ビ
の
煮
貝
な
ど
、
塩
気
を
感
じ
る
山
梨

の
郷
土
料
理
と
の
相
性
は
抜
群
で
す
。

　
Ｇ
Ｉ
「
山
梨
」
に
認
定
さ
れ
た
日
本
酒

「
七
賢
」
を
醸
造
す
る
山
梨
銘
醸
（
北
杜

市
）
の
醸
造
責
任
者
、
北
原
亮
庫
さ
ん
は

こ
う
語
り
ま
す
。

　「
七
賢
を
つ
く
る
と
き
に
使
う
水
は
、
甲

斐
駒
ケ
岳
に
降
っ
た
雪
や
雨
が
長
い
年
月

を
か
け
、
ろ
過
さ
れ
白
州
ま
で
流
れ
て
く

る
も
の
で
す
。
ひ
と
口
飲
ん
で
み
る
と
ソ

フ
ト
な
甘
み
が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。

　
こ
の
白
州
の
清
ら
か
な
水
を
お
酒
と
し

て
体
現
し
、
七
賢
を
飲
ん
だ
人
に
白
州
の

自
然
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
白
州
の
水
を
芯

に
水
の
味
を
生
か
し
て
い
く
、
そ
う
覚
悟

を
決
め
酒
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　「
天
に
選
ば
れ
し
、
名
水
の
地
。
山
梨
。」

ふ
る
さ
と
に
広
が
る
雄
大
な
自
然
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
、 

Ｇ
Ｉ 「
山
梨
」
の
日
本
酒

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
山梨のお酒の魅力を
もっと知りたい方は

美酒美県やまなしHP

画像提供：山梨県酒造協同組合

ジ
ー
ア
イ

日本酒の命は「水」。ミネラルウオーター生産量日本一を誇り、
いくつもの湧き水や河川が国の名水百選に選定される
「天に選ばれし、名水の地。山梨。」
山梨の清らかな水と、
この水で育った米で丁寧に醸した酒は、一本筋の通った味わいです。

05
－

や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
、Ｇ
Ｉ「
山
梨
」

山
梨
の
風
土
が
育
ん
だ
味
わ
い

日
本
酒
で
感
じ
る
大
自
然

山梨県の様々な
魅力をお届けする
県公式のブランド情報
発信サイトです
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